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米百俵 の精神 児童会役員選挙
立 春 も過 ぎ 、暦 の 上で は春 で す。 この 2 月 8 日 、 前 期 児 童 会 役 員 選 挙 を 実 施

と こ ろ 日差 し が少 し ずつ 長く な り力 強く しま す 。 ５年 生 の１ ０名 が 、会 長 ・副 会

な り 、 寒さ の なか に も春 の訪 れ を感 じさ 長・ 書 記 に立 候 補し てく れ てい ま す。 全

せてくれます。インフルエンザの流行が 校児 童 に 、立 候 補演 説と 応 援演 説 を聴 い

続 い て い ま す 。「 う が い ・ 手 洗 い 」「 早 ても ら っ て、 ４ 年生 以上 で 投票 を して 当

寝 早 起 き朝 ご はん 」 で規 則正 し い生 活習 選が決まります。

慣により、この時期を乗り切りましょう。 立候補をするにあたっての公約は、「み

さ て 、 新 潟 県 長 岡 市 で は 、「 米 百 俵 の んな が 楽 しく 学 校生 活を 送 れる よ うに し

精神」が今でも息づいているそうです。 た い 」「 自 分 か ら 笑 顔 で 元 気 に あ い さ つ

昔、長岡藩は経済的に非常に苦しくなり、 で き る 」「 全 学 年 と 交 流 で き る 行 事 を 増

明 日 の 米に も 事欠 く よう にな り まし た。 やす 」 な どし っ かり 考え た 前向 き な公 約

そ の 窮 状を 見 かね た 支藩 であ る 見根 山藩 ばかりで頼もしく思います。

は 、 米 百俵 を 長岡 藩 に贈 りま し た。 する

と 藩 家 老の 小 林虎 三 郎は 「こ の 米を 食べ 地震津波避難訓練
れ ば 腹 は満 た され る だろ う。 だ が、 それ 14 日 (水 )午 前 中 、 王 子 幼 稚 園 ・ 王 子
で 終 わ りに な って し まう 。し か し、 その ヶ浜 小 、 城南 中 合同 で、 避 難訓 練 を実 施

米 を 売 りお 金 に換 え て学 校を 建 て、 子ど しま す 。 近畿 大 学附 属新 宮 高校 の グラ ウ

も 達 に 教育 を 施せ ば 明日 の力 と なり 藩は ンド ま で 避難 し ます 。公 民 館や ス クー ル

潤 う 。」 と 考 え 、 藩 校 を 建 て 教 育 に 熱 心 サポ ー タ ー会 議 など 地域 の 方々 や 関係 機

に取り組みました。やがて藩は立ち直り、 関（ 新 宮 警察 ・ 新宮 消防 な ど） の ご協 力

長 岡 藩 はか つ ての 活 気を 取り 戻 した そう を得て実施します。

です。 近 い 将 来起 こ るで あろ う と予 測 され て

私 た ち大 人 は、 次 代を 担う 子 ども 達の いる 大 地 震に つ いて 、も し もの 時 に生 き

未 来 を 信じ 、 夢を は ぐく み、 希 望に 向か 抜ける力をつけておきたいと思います。

っ て 努 力す る 人に 育 って ほし い とい う願

い が あ りま す 。保 護 者、 地域 社 会、 学校 心の鬼退治
が 互 い に連 携 を深 め 、よ りよ い 教育 を行 2 月 3 日 は 節 分 で し た 。 ご 家 庭 で も 豆
う こ と が、 子 ども の 幸せ や私 た ちの 幸せ まき や 恵 方巻 き など 楽し ん だの で はな い

に つ な がる の です 。 様々 な機 会 をと らえ でしょうか。

て 、 王 子ヶ 浜 小の 子 ども 達を 共 に育 てて な ま け 鬼、 い じわ る鬼 な ど、 心 の鬼 を

いきたいと思っています。 退治 し て 、幸 せ 福、 なか よ し福 な どの 心

の福をたくさん貯めていきましょう。


